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 別紙様式１ 

国立大学法人神戸大学の中期計画 新旧対照表 

 

 

現  行 変 更 案 変更理由 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとる

べき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

 （１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置

   ・ 学士課程教育においては、幅広い教養と基礎的な専門性を習得

させるため、全学共通教育及び学部専門教育の有機的連携を担保

したカリキュラムを編成するなど、教育の実質化を推進する。 

 

 

 

   ・ 大学院課程教育においては、各専門分野に関する幅広い知識と

柔軟な思考力を持ち、創造的に問題を解決できる能力を有する研

究者や各方面で社会をリードできる高度な人材を養成するカリキ

ュラムを編成するなど、教育の実質化を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するためにとるべ

き措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

 （１）教育内容及び教育の成果等に関する目標を達成するための措置

   ・ 学士課程教育においては、幅広い教養と基礎的な専門性を習得

させるため、全学共通教育及び学部専門教育の有機的連携を担保

したカリキュラムを編成するなど、教育の実質化を推進する。ま

た、平成29年度に予定している実践型グローバル人材の育成に資

する学部の設置に向けて留学等を含んだ教育プログラムの開発な

どに取り組む。 

   ・ 大学院課程教育においては、各専門分野に関する幅広い知識と

柔軟な思考力を持ち、創造的に問題を解決できる能力を有する研

究者や各方面で社会をリードできる高度な人材を養成するカリキ

ュラムを編成するなど、教育の実質化を推進する。特に、社会科

学分野においては、最先端の専門知識の修得と国際舞台で実践的

に応用できる力を備えた人材を育成するための修士課程プログラ

ムを平成27年度から開始する。また、平成28年度に予定している

イノベーション創出に資する研究科の設置に向けて、自然科学分

野と社会科学分野との学問領域の枠を超えた新たな教育プログラ

ムを開発するとともに、学際的研究の推進及び企業との連携強化

等に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

本学の機能強化

のため。 
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２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 （１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置

   ・ 世界的水準の学術研究を推進し、卓越した研究成果を創出する

ため、本学を代表する世界トップレベルの研究及び将来世界をリ

ードし得る研究を選定し、重点的に支援する。 

 

 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべ

き措置 

 １ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

・ ガバナンス体制を強化するため、学長を中心とした組織運営の

在り方を点検・評価し、改善する。 

 

 

 

 

 

 

   ・ 教育研究の進展や社会的ニーズの変化等に応じて、教育研究組

織を見直す。 

 

 

 

 

 

   ・ 人的資源管理を推進するため、事務職員の採用・配置・養成、

並びに人事考課に基づく処遇について、点検・評価し、改善す

る。 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

 （１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置

   ・ 世界的水準の学術研究を推進し、卓越した研究成果を創出する

ため、本学を代表する世界トップレベルの研究及びイノベーショ

ン創出につながるなど将来世界をリードし得る研究を選定し、重

点的に支援する。 

 

 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき

措置 

 １ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

・ ガバナンス体制を強化するため、学長を中心とした組織運営の

在り方を点検・評価し、改善する。 

   ・ 文理双方で世界トップレベルの研究を実現し、また、グローバ

ルの舞台で活躍できる人材を育成するため、企業人事担当者や海

外大学教員等の学外有識者により構成するアドバイザリーボード

を設置し、産業界等の意見を取り入れることにより、教育研究の

質を向上させる。 

 

   ・ 教育研究の進展や社会的ニーズの変化等に応じて、教育研究組

織を見直す。また、全学的な資源の再配分により、イノベーショ

ン創出に資する文理融合の研究科の設置、及び学部段階における

実践型グローバル人材の育成を推進するための改組を第三期中期

目標期間に実施するため、学際的研究の推進や新たな教育プログ

ラムの開発を行うなどの準備を進める。 

 

   ・ 人的資源管理を推進するため、事務職員の採用・配置・養成、

並びに人事考課に基づく処遇について、点検・評価し、改善す

る。 
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・ 多様な人材を確保するため、人事・給与システムの弾力化に取

り組む。特に年俸制については、適切な業績評価体制の構築を前

提に、退職金に係る運営費交付金の積算対象となる教員について

年俸制導入等に関する計画に基づき促進する。 

 

・ 男女共同参画の取組を進めるとともに、ワーク・ライフ・バラ

ンスに配慮した人的資源管理を行うことで、多様な人材を活用す

る。 

・ ４０歳未満の優秀な若手教員の活躍の場を全学的に拡大し、教

育研究を活性化するため、若手教員の雇用に関する計画に基づ

き、退職金に係る運営費交付金の積算対象となる教員候補者とし

て、１０名程度の若手教員を任期付で雇用するなど、若手教員の

拡大に向けた取組を促進する。 

年棒制導入のた

め。 

 

 

 

 

 

 

 

若手教員の拡大

に向けた取組を

促進するため。 

神戸大学－１ 


